
第4章 『婦人之友』誌にみる住宅の平面図の概要

第1節 専 門 家 設 計 住 宅 の平 面 図 と 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 設 計 住 宅 の平 面 図

1.専 門 家設 計 住 宅 の平面 図 と 『婦 人之 友』誌 読 者設 計 住 宅 の平面 図

大正期 を中心 とす るデ モ クラ シー期 の 『婦 人 之 友』 誌 には,少 な くと も157例 の 戸建 住

宅 の平 面図 が掲 載 され て い る。 既 存 の住 宅 の'F面 図 や 専門家 の設計 した住宅 の ・r面図 の紹

介ばか りで は な く,『 婦 人 之友』 誌 読 者 の設 計 した住 宅 の平 面図 もた くさんみ られ る。 そ

こで,本 論 をす す め るに あた り,ま ず 設計者 の別 に よ って157例 の住宅 の 平面図 を分類 し

た。 平面 図や そ の解 説 の なか か らだけで は な く,記 事中 の あ らゆ る情 報 の なかか ら設計 者

のわか る もの を捕 捉 した。 そ の結 果,専 門家 の設 計 した住宅 の平 面図55例,『 婦 人 之 友』

誌読者(お もに「主婦」)の設計 した住宅 の平 面図76例,設 計 者 不詳 お よびその他26例 で あ る。

専門家 に よ って 設計 され た住 宅 の平面 図 は,啓 蒙 的 な性格 を もった ものが 多 く,少 な く

と も,遠 藤 新 の もの20例,橋 口信 助 の もの5例 の他,・}和 次郎(3例),L浦 亀城(2

例),石 川 徹(2例),徳 永 庸(2例),大 熊 喜 邦(2例)な ど,多 くの建 築家 の作 品 がみ

られ る。 ア メ リカの伝 道師 で あ り建築 家 で もあ った ヴォ リスの作 品(2例)も み られ る,,博

覧 会 に出品 され た作 品(2例)や 同潤 會 の分譲住 宅 の 平面図(8例)も あ る。

橋 口信助 は ア メ リカで の体 験 を生 か し,住 宅 専門 の設 計 ・施1二会社 「あめ りか屋 」 を創

設 し,「 住 宅改 良會」 を創 り,わ が国最初 の住 宅 専門雑 誌 『住宅』 を刊行 した人物 で あ る。

『婦 人之友』 誌 には,明 治 時代 の おわ りか ら大 正時 代 の初期 にかけて,主 と して洋風組 、ンニ

住宅 を紹 介 して い る。投稿 記 事 には 「住 宅別 荘専 攻 建 築技 師」 の肩 書 きがつ いて い る。

遠藤 新 は フ ラ ソク ・ロイ ド・ライ トに直接 指 導 を受 けた建 築家 で あ り,住 み 手を教 育

し得 る作 品 こそ が 良 い建 築 で あ る1)と い う考 え を もち,『 婦 人之 友』誌 に も,大 正時 代 の

おわ り頃 か ら多 くの 自作 の洋風住宅 を啓 蒙的 に紹 介 して い る。羽仁 家 と も親 交が あ り,自

由学 園 の設 計 に遠 藤 新 もたず さわ って い る ことは よ く知 られて い るが,1929(昭 和4)年

には,和 洋折 衷 の羽 仁 家 も設計 して い る。 この頃 か ら遠 藤 新 の設計す る住 宅 には和 室 を

と り入 れ た設計 がみ られ るよ うにな る。遠藤 新 は,昭 和 時 代 の初期 に他 に もい くつかの

「友 の会」 会員 の住宅 を設計 して い るが,い ず れ も和 室 が と り入れ られ て い る。

同潤 會 の分 譲住 宅 は,家 賃 と同程度 の金額 を一定 期 間納 めて おれ ば 自分 の家 に な って し
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ま うとい うもの で,合 理 的 な生 活 像 を求 め る 『婦 人 之友 』 誌 読 者 か ら も注 目され,『 婦 人

之 友 』 誌 に も同潤 會 の分 譲 住 宅 の平 面 図 が紹 介 され て い る。 これ を専 門 家 の住 宅 の 平 面 図

と して 分 類 す るか ど うか は議 論 の あ る と ころだ が,専 門 家 を 「住 宅 作 家 」 と と らえ るの で

は な く,「 住 宅 の こ とを専 門 的 に考 えて い る人」 と考 え て,本 研 究 で は 同潤 會 の分 譲 住 宅

の 平 面 図 も専 門 家 の 住 宅 の平 面 図 と して 分 類 した。

『婦 人 之 友』 誌 読 者 で あ る 「主婦 」 た ち が設 計 した住 宅 の平 面 図 は,お もに編 集 部 が企

画 した 「住 み よ き家 の間 取 り圖」(1914),「 何 ん な住 宅 が欲 しい か」(1921),「 理 想 と實

際 の小 住 宅 」(1922),「 住 宅 建 築 問 答」(1923～1924),「 憂 所 の工 夫 い ろ い ろ」(1928),

「理 想 の我 が家 」(1933)な ど に投 稿 され た もの で あ る。 『婦 人 之 友 』 誌 は 創 刊 の頃 か ら,

「讃 者 と懇 親 を結 び,お 互 い に家 庭 の こ とを研 究 した い」2)と い う姿 勢 が強 く,「 読 者 と

の協 同 に よ って 生活 の な か に実 現 して い く実 験 精 神 」3)の 強 い雑 誌 で あ った。 『婦 人 之 友』

誌 読 者 に も実 践 的 な生 活 研 究 を進 め て い る人 た ちが 多 か った よ うで,実 践 的 で 積 極 的 な ア

イ デ ィア が た くさん み られ る。 本研 究 は 生 活 者 で あ る 「主 婦 」 が,日 常 の 生 活 の な か で の

検 証 を経 て,新 しい住 様 式 の形成 に ど うか か わ った か を み る こ とが大 きな 目的 で あ るた め,

『婦 人 之 友』 誌 読 者の 設 計 した住 宅 の平 面 図 は重 要 な資 料 で あ る。 しか し,あ とで 詳 し く

み る よ うに,『 婦 人之 友』 誌 読 者 が設 計 した住 宅 の平 面 図 に は,『 婦 人 之 友』 誌 に掲 載 さ

れ た時 点 で は実 際 に建 設 され て い る もの は そ れ ほ ど多 くは な い。 建 て るつ も りで設 計 して

み て 専門 家 の指 導 を仰 ぐとい う もの や,設 計 を考 え る こ とが 好 きで,せ め て紙 の上 で そ の

完 成 を楽 しみ た い と い う もの が 多 か った よ うで あ る。 け れ ど も 「何 ん な住 宅 が欲 しい か

暖 か さ うな小 洋 館 」(1921.4.)は 「明年 あ た り建 築 した い」 もの で あ り,「 何 ん な 住 宅 が

欲 しい か 二 米 國 で 建 て る積 りの 家 」(1921.5.)は 「今 年 か 明 年 米 國 に建 て るつ も りの 圖

面 を お 目に懸 け て ご批 判 を仰 ぎ ます」 で あ り,「 理 想 と實 際 の 小 住 宅 低 利 資 金 で建 て る

家 」(1922.11.)は 「大蔵 省 の住 宅 建 築 低 利 資 金 を借 受 け られ る こ とに な りま した の で」 設

計 した もの で あ り,「 理 想 の我 が家 入選1健 康 的 な子 供 本位 の家 」(1933.10.)は 「敷

年 前 に 買 い求 め て あ る手頃 な敷地 に建 て るつ も りの 設 計 」 で あ り,近 い将 来 に具 体 的 に建

設 の 計 画 を も って い る もの も多 く,架 空 の夢 物 語 の よ うな住 宅 の平 面 図 は ほ とん ど な い。

現 実 的 な もの が 多 い の で,こ の 当時 の都 市 「中 流 階 層 」 の 「主 婦 」 た ち の住 居 に関 す る意

識 を分 析 ・考 察 す る に は適 した資 料 で あ る と考 え られ る。

「そ の 他 ・設 計 者 不 詳 」 の もの と して は,設 計 者 が わ か らな い もの の他 に,居 住 者 が専

門 家 の ア ドバ イ スを受 け な が ら設 計 した もの,居 住 老 が 設 計 した もの に専 門家 が手 を加 え
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た もの,改 築 例 や 古 い住 宅 の住 み こな し方 の紹 介 な どがふ くまれ る。

『婦 人之友』 誌 に掲 載 され て い る住宅 の平 面 図 を本 報告 に引用 す る場 合には,で きるだ

け原 文 の ま ま引用 した。 本報告 で は建 築 の専 門家 の設 計 した住宅 の 平面図 とい うよ りは,

『婦 人之友』 誌 読者 が設 計 して,描 い た住 宅 の平 面図 の 方 に注 目 して分析 をすす めて い る

が,『 婦 人 之友』 誌 読 者 が描 いた住宅 の平而 図 は,設 計 の内容 だ けでは な く,表 示 法 もふ

くめて,当 時 の 『婦人之 友』 誌読 者 の住宅 や 住 生活 に関す る関心 や知識 ・技 能 の程 度 を推

しはか る資 料 と して も価値 が あ ると考 えた か らで あ る。 ただ,『 婦 人之 友』 誌 読 者 の設計

した住 宅 の平 面図 につ いて,雑 誌掲 載 の折 に編 集 部で書 き直 しを して い るか ど うか とい う

点 につ いて は確 認 で きて いな い。

占い 『婦 人之友』 誌 にはマ イ クロフイル ム化 され た資料 か ら しか複 写 で きなか った もの

もあ り,『 婦 人之 友』 誌 現物 か ら複写 した もので も,雑 誌 の保存状態 に よ って は鮮 明 な複

写 がで きなか った もの もあ るので,つ ぎの方 法 で 一部補 った。

① 文字 の読解 が困難 な平面図は室 名呼称 を活字 によって補 った(*)。

② 全体 の判読が困難 な平面 図は筆者が清書 した(**)。

また,住 宅 の 平 面 図 の引 用 に あ た って は,で き るだ け 北 が ヒ,南 が ドに な る よ うに した。

縮 尺 は約1/200に 統 一一した。

2.設 計 者 の 別 と住 宅 の 平 面 図 の 型

..-6.童 篭 糖 ・剣 § 噂 「
専 門 家 が 設 計 した 住 宅 に は 「居 間 。 欄 照 ≡∈ 食 堂``し ・

鵬撫轟 鐸繋撫驚幾
・ 兜 童 室

中 心 形 住 宅 緬 の 特 徴 」5)と して ・
;'◎ 煙 一

い くつ か を あ げ て い る が ・ そ の 揆`L'・ 一…

なものは,① イス座の居間を平面の

要にお く ②居間は通路的性格を有 図4-1大 熊喜邦

す る ことで あ り,『 婦人之 友』 誌 平和 博 覧会 に出品 さるべ き作 品(1922)*

に掲 載 され て い る,橋 口信助 や遠 藤
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新の作品 をは じめ専門家 の設計 し

た住宅 には この特徴 を備 えた ものが

{1燃鍵 …醗 垂 駆
同潤會の分譲眺 には 「中廊 ド型」 灘 ノ問 居間 客間

ゆ

住 宅 が 多 い。r居 室 の通 り抜 け を臓 議 、 ・_マ 洋 間

⊂コ1鋤 ≡≡糞

し,各 室 の プ ライ バ シー を 高 め た 中=コ ⊂=コ

廊 ドに ち な ん で,『 中廊 下 形(型)

住 宅 』 と最 初 に命 名 した の も,木 村 図4-2同 潤 会

徳 國 で あ る」4)と され て い る。 木 村 江 古 田分 譲 住 宅(1934)*

徳 國 は 「中 廊 下形 住 宅 の 典 型 的 平

面例 」6)と して い くつ かの点 をあげて い るが,お もな ものは,① 平 面全体 が東 西 に長 い矩

形 に コンパ ク トに まとま り,中 廊 下が爽 西 に貫通 して い る ② 中廊 下の 南側 は居 室 部,北

側 は附帯 部分 で あ る の2点 で あ る。 同潤會 の分 譲住宅 は ほ とん ど全 部が こ う した特微 を

も っ て い る 。

これ に対 して,『 婦 人之 友』 誌 読者 が設 計 した住 宅 の平 面図 は,「 居 間 中心 型 」 と も

「中廊 ド型」 と もいえない もの が多い。

橡

女中

室 老人室 寝室 寝室

化粧

室

台所 食堂 客間兼居間

図4-3『 婦 人之友』誌読者 住宅建 築問答 小 さな西洋館(1923)**
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どち らか とい えば,「 中廊 下型 」 住 宅 を ベ ー スに して い るが,・ 部 に 洋 風 を と り入 れ た

り,保 健 ・衛 生 や能 率 の工 夫 を した もの が 多 い。 家 族 の だ ん らん室 や 食 事室 や 台 所 や 子 ど

も室 や 老 人 室 な ど家 族 が 日常 的 に よ く使 う部 屋 に 日照 を得 るた め に,ま た家 族 の た め の空

間 だ け で は な く接 客 の た め の空 間 に も 日照 を得 るた め に,軸 を振 った り,部 屋 と部 屋 とを

縁 側 で つ な い だ り,日 照 を得 るた め に 二 階 建 て にす るな ど,涙 ぐま しい 努 力 を して い る も

の もみ られ る。 部 屋 の通 り抜 け を廃 す るた め に,あ るい は 「主婦 室 」 を確 保 す るた め に,

か な り苦 労 の あ とが み られ る平 面 図 も多 い。 平 面 図 と して の完 成 度 とい う点 で は い まひ と

っ とい うもの もあ るが,意 気 込 み だ け は 充 分 に伝 わ って くる'F面 図 が 多 い。

第2節r婦 人之友』誌掲載住宅の規模 と 「中流住宅」の規模

『婦 人之友』 誌 に掲 載 されて い る住 宅 の平 面図 の規 模 は,当 時 の 「中流住 宅 」 の規模 と

ほぼ一致 して い る。

%

40口 専:門家

團 読 者

30

20

10

0

0-9.910-19.920-29.930「39.940-49.950-59.960ト96.970一 珂z

図4-4設 計 者 の 種 類 別 住 宅 規 模 の 分 布

専 門 家 の 設 計 した も の は6.7坪 の 簡 易 住 宅 か ら76坪 の 大 邸 宅 に お よ ん で い る が そ の 平 均

は31.9坪 で あ り,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 設 計 した も の は9坪 か ら81坪 ま で で,平 均32.0坪

一61一



で あ る。 全体 の 平均 は31.9坪 で あ り,専 門 家 の設 計 した もの と 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 が設 計

した もの とで は,規 模 の 差 は あ ま りみ られ な い。 この うち70坪 を こえ る大 邸 宅 は5例,15

坪 にみ た な い小 住 宅 は6例 あ るが,そ れ らを除 いて もそ れ ぞ れ の平 均 は31.0坪,31.8坪 と

な る。 年 代 別 に もば らつ きは あ る もの の,論 ず るほ どに は,住 宅 規 模 の 大 き さ と年 代 との

関 連 は み られ な い。 大 正時 代 ・昭 和 時 代 を通 じて住 宅 改 良 の最 大 の 対 象 とな った 「 『中 流

住 宅 』 の 中核 は,30坪 前後 」7)で あ り,『 婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 の平 面 図 の

規模 は ほ ぼ これ に 一致 す る。

坪

100隠 専門家

幽 読者

80

60

40

20

0

190819091910191119121913191419151916191719181919192019211922192319241925192619271928192919301931193219331934ご 歪i三

図4-5経 年別 ・設計者 の種類別住宅 の平均建坪

第3節 室 名 呼 称

『婦 人之 友』 誌 に掲 載 され て い る住宅 の平 面 図 には,室 名呼称 が よ く記 入 され て い る。

機 能 に よ る室 名呼 称 がない もの も関連 記事 に よって推 測 で きる ものが 多 く,部 屋 の使 い方

が ま った くわ か らな い とい うものは少 な い。 単 に部屋 の呼称 とい うだ けで は な く,部 屋 の

機 能 を克 明 に記入 した もの が多 く,部 屋 の使 い方 をみ る とい う本研究 の 目的 の ため には有

効 な資 料 で あ る。 た とえば,食 事 をす る部 屋 の呼称 につ いて み る と,「 食 堂 」(54例),

「食 事室」(3例),「 茶 の間」(33例),「 茶 の間兼 食堂」(1例)の ほ か,「 居 間兼 食 堂」

-62一



(6例),「 居 間 食 堂 」(3例),「 食堂 兼 居 間 」(4例),「 居 間 兼 茶 の 間 」(2例),「 茶 の

間 兼 居 間 」(1例)の よ うに居 間 を兼 ね る もの,「 慮 接 居 間 食 堂 」(1例),「 客 間 兼 食堂 」

(1例),「 客 間 食 堂 兼 用 」(1例)の よ うに接 客 空 間 を 兼 ね る もの,「 主 婦 居 間 兼 食 堂 」

(1例),「 食 堂 兼 主 婦 室 」(1例),「 主婦 居 間 兼 茶 の 間 」(1例)の よ うに 「主婦 室 」 を兼

ね る もの,「 食 堂 兼 居 間 兼 客 問 」(1例),「 書 齋 居 間 寝 室 食 堂 兼 用 の 部屋 」(1例) ,「 茶

の間兼 主 婦 小 見室 」(1例)の よ うに3つ 以 上 の機 能 を兼 ね る もの な どが み られ る。 「食 堂

炊 事室」(1例),「 茶 の間 女 中 部 屋 兼 用 」(1例),「 茶 の間 又は 女中」(1例)な ど もあ る。

この よ うに呼 称 は 多種 多様 で 多岐 に わ た って お り,単 な る部屋 の呼 び 名 とい うよ りは実 際

の機 能 に も とつ い た呼 称 が か な り克 明 に記 入 され て い る。

第4節 オ リエ ンテ ー シ ョン

『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 の平 面 図 に は,方 位 記 号 も よ く記 入 され て い る。

日照 や オ リエ ソテー シ ョソな どへ の関心 が強 か った こと を反 映 して い る もの と考 え られ る。

また,雑 誌 に掲 載 す る住 宅 の 平面 図 とい うこ とで,と くにそ う した 配 慮 が な され た の か も

しれ な い。 設 計 者 の別 に方 位 記 号 の記 入状 況 をみ る と表4-1の とお りで あ り,と り

わ け 『婦 人 之 友』 誌 読 者 の 設 計 した もの に は,方 位 記 号 の 記 入 され て い る もの が 多 い。8

割 以 上に お よん で い る。

表4-1設 計 者 の種 類 別 方位 記 号の記 入状 況

設計者別図面数(記 号ありうち軸傾斜)か 篇 lj記胤

読 者7460㈲86

専 門 家5728(6)821

他 不 明2613103

言十1571012630

方 位 記 号が 記 入 され て い な い もの に は,関 連 記 事 か ら方 位 が推 測 で き る もの も多 く,方

位 が ま った くつ か め な い もの は6例 しか み られ な い。 これ に 対 して,専 門 家 の 設 計 した も

の に は,方 位 の 記 入 され て い な い もの も比 較 的 多 い。 詳 し くみ る と,橋 口信 助 の紹 介 して

い る住 宅 の 平 面 図 に は,ま っ た く方 位 が 記 入 され て い な い。 組 立 住 宅 の 紹 介 とい う こ と も

一63一



関係 して い る と考 え られ る。 また遠 藤 新 の 設 計 した住 宅 の平 面 図 に も,方 位 記 号 の 記 入

され て い な い もの が 多 い。 遠 藤 新 の設 計 した 住 宅 は全 部 で20例 掲 載 され て い るが
,そ の

な か で 方位 記 号の 記 入 され て い る もの は9例 しか な い。 しか もそ の うち5例 は軸 を振 った

もの で あ る。 上 を北,ド を 南 に描 かれ た住 宅 の 平 面 図 に は,方 位 記 号 の 記 入 され て い な い

もの が 多 い こ とが 考 え られ る。 他 の専 門 家 の住 宅 の平 面 図 に もあ き らか に 上 を北 に描 い た

平 面図 で,方 位 記 号を記 人 しな か った とみ られ る もの が 多 い。 また ,平 和 博 覧 会 「文化 村 」

に 出品 され た作 品 や 同潤 會 の 分 譲住 宅 の カ タ ロ グの よ うな もの に も方位 記 号 の 記 入 され て

い な い もの が み られ る。 この よ うにみ て くる と,『 婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 の

平面 図 は,実 質 的 に は か な り多 くの住 宅 の 平 面 図 の 方位 が 読 め る とい うこ とに な る。

『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 の平 面 図 の 方位 に つ い て ,気 が つ くこ とは2点 あ

る。 第1点 目は,軸 を きち ん と東 西 南北 に と って い る住 宅 の平 面 図 が 多 い こ とで あ る
。 軸

を東 西 南北 に と る こ とに つ い て は 「家 の建 て 方 と間 取 りを,す べ て,東 西 南北 の 十 文 字 の

直線 に取 つ て あ ります か ら,家 全膿 が通 風 に も採 光 に も氣持 ち の いXほ ど よ くで きて ゐ ま

す 。 一一日の 光 線 の 具 合 を考 慮 す る と と もに,春 夏秋 冬 の 日當 りの具 合 ,寒 暑 の 具 合 を考 へ

て造 られ て あ ります 」(1932.11.P88)の よ うな 記 事 もあ り,保 健 ・衛 生 的 な配 慮 が い き と

どい て い た もの と考 え られ る。 また,敷 地 規 模 の 記 入例 は そ れ ほ ど多 くな い が
,記 述 の あ

る もの に は数 百坪 以 上 と い う もの が 多 く,敷 地 の狭 さに よ って 住 宅 の 方 位 が制 約 を受 け る

とい うこ とが比 較 的 少 な か った た め で あ る と考 え られ る。

喫

し 　 　

.㍊ 妻 騰 装諺1
㍉(漣.

∠_浬 北 》

図4-6年 中 四 方 に 日光 を 受 け る家(『 婦 人 之 友 』 誌1914 .4.)よ り
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第2点 目は,そ れ に もか か わ らず,軸 を振 って い る もの が い くつ もあ る こ とで あ る。 も

ち ろ ん 敷 地 との 関 係 か ら,方 位 を振 ら ざ る を え な い もの もあ った よ うで あ るが,な か に は,

意 図 的 に 軸 を振 っ て い る の で は な い か と考 え られ る もの もあ る。 記 事中 に は,「 家 の 方 向

を正 南 に 向 け ず に,正 南 よ り少 し東 の 方 に 向 け る か,若 し くは 少 し西 の 方 に振 る」(記 者:

1914.4.P89)や 「一 年 中 太 陽 が よ く當 る に は,眞 南 とす る よ り も東 に 十度 か ト五 度 傾 け て

家 を建 て る と よ い の で す 。 冬 は 室 の 奥 ま で 日が 入 る し夏 は 太 陽 の 位 置 が 高 くな る か ら冬 程

深 くは 入 っ て こ な い 」(櫻 井 省 吾:1929.10.P119),「 重 要 な 部 屋 を 南 側 に し,階 段,浴

室,便 所 等 を北 側 に した の は 當 然 の 事 で す が,北 側 に 全 く太 陽 が あ た ら な い の も,衛 生L

良 くな い の で,十 五 度 だ け 西 方 に 向 け て 」(土 浦 亀 城:1931.2.P5),の よ うな 専 門 家 の ア

ドバ イ ス が み られ た り,「 光 線 の 能 く さ し こ む や うに 」(1914.4.P72),「 各 室 と も 日當

りよ く」(1921.4.P44),と い う説 明 つ きの 平 面 図 に 軸 を 振 っ た もの が み られ る こ と か ら,

ど の 部 屋 に も 日照 を,と い う考 え か ら軸 を意 図 的 に振 っ た もの もあ る と 考 え られ る。

睡撫 、

鋤
『婦人之友』 誌読者 住 み よき家 の間取 圖其九(1914)*
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癖
『婦人之友』誌読者 住みよき家の間取圖其十五(1914)*

ノ

/

"ノ

台所

"
、

熱
黙

『婦人之友』 誌読者 住 み よ き家 の間取圖其十六(1914)**
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繍 室 駕.、 、

撃鞭
『婦 人 之 友』 誌 読 者 何 ん な住 宅 が欲 しい か 暖 か さ うな小 洋館(1921)*

灘 ・塚
蔦 鱗:

/瓢 審il霧 .臨
' ＼

、'総 蜥;・ 鰹'織:」1∵ ξ ず ゼ 塗

了 畷 継&き ∵ ∵'～ 誘

誇 .

『婦人之友』 誌読者 『婦人之友』誌読者

趣味 の家 落合村 に建 て られた 理想 と實 際 の小住宅

野 口幽香子女史 の隠棲(1922)*小 さな折 衷式 の家(1922)
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寝室 ミミ
＼

『婦 人 之 友』 誌 読 者 『婦 人 之 友』 誌 読 者

住 宅 建 築 問 答 南澤 に建 った小脇 氏 の 家(1928)**

洋 風 住 宅 の私 案(1923)**

継 撫 等

購 総　
・1室 鞭 禽
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『婦人之友』誌読者 理想 の我 が家 経濟能率簡易(1933)*
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『婦 人 之 友 』 誌 読者 理 想 の我 が家 二十坪 半 の 小 住 宅(1933)*

図4-7軸 が傾 斜 して い る住 宅 の 平面 図 例

第5節 寸 法

ほ とん どの 平 面 図 が適 当 な寸 法 に仕 上 げ られ て い る。 な か に は か な りい い加 減 に,蓼い た

と思 わ れ る もの もあ るが,和 室 が ふ くまれ る平図 面 は,だ い た い お お まか な 寸法 が わ か る

もの が 多 い。 永 年,畳 に慣 れ親 しんで きた 日本 人 の 国 民 性 の よ うな もの が影 響 して い る と

考 え られ る。 間 仕 切や建 具 に つ い て も,材 質 まで は わ か らな い が,壁 面 か引 き戸 か ドアか

位 は だ い た い読 め る 平面 図 が 多 い。

第6節 簡易な住宅

『婦 人 之 友 』 誌 に 掲 載 され て い る住 宅 の 平 面 図 を み て い て 気 が つ く こ とは,簡 易 を 求 め

て,ワ ソ ル ー ム あ る い は こ れ に 近 い 住 宅 の 平 面 図 が い くつ もみ られ る こ とで あ る。 「二室

の 家 」(1921.5.),「 文 化 的 九 尺 二 間 」(ヴ ォ リス:1922.9.),「 私 の 設 計 しつ つ あ る 一一間

の 家 」(1922 .11.),「 十 三 坪 半 で 浴 室 ま で あ る 美 しい 家 」(1924.12.),「 夫 婦 共 同 設 計 の
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明 る い無 駄 の な い 家 」(土 浦 亀 城:1932.3.),「 凡 ゆ る意 味 で の 實 験 住 宅 」(山 越 邦 彦:

1933.10.)な ど,寝 室 だ け は別 に と るが,パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス は 全 体 で1室 の み と い う も

の が 多 い。 な か に は 「た っ た 二 室 の 西 洋 館 」(1914.4.)の よ うに,二 室 で は あ る が,台 所

食 堂 とそ れ 以 外 の もの と を分 け た もの が あ り,居 間 に もち こ まれ る寝 台 に つ い て,「 寝 毫

と 申 して も,斯 う した 室 に 置 くの は,長 椅 子 の様 に 出 來 た もの で,上 へ 織 物 の や うな被 で

も掛 け て 置 き ます と,少 し も 目 ざは りに な らぬ ば か りで な く,椅 子 に も代 用 され て 調 法 で

御 座 い ます 」(1914.4.)と い う説 明 の つ い た もの が あ る。 「簡 易 生 活 か ら出 発 した 一 問 の

家 」(1922.11.),「 最 小 限 度 十 一 坪 半 の 家 」(1933.10.)で は,寝 室 もふ くめ て す べ て1室

と な って い る。 そ れ ぞ れ 「寝 毫 は す べ て折 畳 式 に して,書 間 は家 族 用 の もの は,二 毫 重 ね

て 主婦 用 仕 事 皇 と し,ま た 客 用 の もの は,二 脚 の椅 子 と して 臨 時 用 に備 へ,夜 間 使 用 の 時

は総 べ て カー テ ソを 以 て 区 切 ります 」,「 ベ ッ ドは折 畳 み 式 に して,押 入 の 中 に 入 って い

ます 」 と い う説 明 つ きで あ る。

専 門 家 に よ る設 計 の もの ・ 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 設 計 した もの の 別 を問 わ ず,こ う した

簡 易 な実 験 的 な住 宅 の 平 面 図 が い くつ もみ られ る。

醐戸3疲岬"ノ

図
}ぴ⑨⇔もD蜜lll縣;矯

証灘 欝聾1
題

設 計 者 不 詳 ヴ ナ リス

た った 二 室 の 西 洋 館(1914)文 化 的 九 尺 二 間(1922)*
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図4-8簡 易 な住宅 の平面 図例
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第7節 実際に建設された住宅の割合

『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され た住 宅 の 平 面 図 は157例 で あ るが,そ の な か で 実 際 に建 設 さ

れ た ことが は っ き りつ か め る もの は84例 で あ る。 設 計者 の種 類 別 の うち わ け は,専 門 家 の

設 計 した もの48例,『 婦 人 之 友』 誌 読者 の 設 計 した もの14例,設 計 者 不 詳 お よ び そ の他 の

もの22例 で あ る。 と りわ け 『婦 人 之 友』 誌 読 者 の 設 計 した住 宅 の 平 面 図 に は 設計 の み の も

の,あ るい は,記 事掲 載 時 以 降 に建 設 され る計 画 の もの が 多 い。 た と え ば,「 理 想 と實 際

の小 住 宅 私 の頭 に熟 した理 想 の家 」(1922.11.)の 京都 の み ど りは 「ふ と した こ とか ら住

宅 と云 ふ こ とに興味 を もつ や うに な り」 投 稿 した もの で あ り,「 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 二

米 國 で 建 て る積 りの家 」(1921.5.),「 住 宅 建 築 問 答 郊 外 へ 建 て る家 」(1923.7.),

「理 想 の我 が家 佳 作1北 満 に建 て る農 家 」(1933.10)な どは,近 い将 来 に住 宅 建 設 の

計 画 を もつ もので あ る。

第8節 「主婦」の部屋

この時 代 の 『婦 人之 友』 誌 に は,「k婦 室 」,「 主婦 部 屋 」,「 主 婦 居 間 」,な ど 「主

婦 」 の常 住 の場 を あ らわ す 室 名 呼 称 が16の 住 宅 平 面 図 に見 られ る(「 主 婦 居 室 」 と 「茶 問

兼 セ婦 小 児 室 」 と両 方 を も って い る住 宅 平面 図 が1例 あ る)。 設 計 者 別 の うち わ け は,

『婦 人 之 友』 誌 読 者 の 設 計 した もの12例,専 門 家 の 設 計 した もの2例,設 計 者 不 詳 の もの

2例 で あ る。

大 正時 代 は 「主婦」 とfど もの時 代 だ とい わ れ るが,そ う した風 潮 の な かで,「 主 婦」

や 子 ど もに関 心 が 向 きは じめ,こ の時 代 に 「主 人 書齋 」 に対 す る もの と して 「主婦 」 の常

住 の場 が注 目 され た もの と考 え られ る。

い ろい ろ な 著述 や 博覧 会 の展 示 な どで 具 体 的 に 「主婦 室 」 が提 案 され た こと も,「 主婦

室 」 や 「主婦 居 間 」 の考 え方 を広 く普及 す る こ とに役 立 った もの と考 え られ る。

実 利 的 には,「 女 中 」 が払 底 した り,職 業 を もつ 「主婦 」 が増 え た り して,「 主 婦」 の

事 務 や 家 事 を能 率 化 す る こ と が 求 め られ て い た の で あ ろ う。 『婦 人 之 友 』 誌 に も,1911

(明 治44)年10月 号 に,「 これ か らは 女中 もだ ん だ ん沸 底 に な って 参 ります か ら一略 一女 中

も減 ら し,其 の ヒ主 婦 が 職 業 を もつ とか,又 は 自身 の勉 強 で も しよ うと します と,ど う し

て も從 來 の生 活 法 を改 めて ゆ か ね ば な りませ ん。 これ まで の一 般 の家 庭 の 仕 來 りを 見 ます

一72一



と,随 分 改 良 の鯨 地 が ご ざい ます 。 徒 らに主 婦 の労 力 を費 や す こ とが 少 くな い や うで 一略

一改 良 して ゆ きた い」 とい う記 者 の 記 事 が あ り,具 体 的 に 「事務 室 の や う」 な 「主婦 の 部

屋 」 が提 言 され て い る。

また,『 婦 人 之 友』 誌1912(明 治45)年4月 号 に は,英 國 に長 く滞 在 した 西 洋 壽家 原

撫 松 が 「彼 地 で は 家 の主 要 部 は,主 人 の居 間 即 ち書 齋 と,こ れ に次 で は 主婦 の居 間 で あ り

ま して」 と述 べ て お り,外 国 の住 宅 の 影 響 もあ った もの と考 え られ る。

興味 深 い こ とに は,分 析 期 間 を とお して み る と,平 面 図 の な か に 「主婦 」 の 部屋 が み ら

れ るの は 大 正 時 代 まで だ とい うこ とで あ る。 町 田玲 子 に よ る と,r昭 和 初 期 の庶 民 住 宅 設

計 案 に主婦 室 の あ る例 が よ くみ られ る」8)と い うが,1926年 か ら1934年 まで の 『婦 人之 友』

誌 に は,「 主 婦 室 」 な どの呼 称 は み られ な い。

昭 和 時 代 に入 って,「 主婦 室」 な どの室 名 呼称 が 見 られ な くな る こ との理 由 に つ いて 考

察す るた め に,『 婦 人 之友』 誌 にみ られ る 「主婦室」 な どの実態 や使 い方 を詳 し く検 討す る。

『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され た 「主 婦 室 」 な どの …覧 は 表4-2の とお りで あ り,明 治

末年 の もの1例 の ほ か はす べ て 大 正時 代 で あ る。

年 記 事 表 題 設計者 「難 霧 の 舞聴 蜜憂

1912子 供 本位 に建 て られ た家 読 者 主婦居間 和 南8.0

1914住 み よ き家 の間取 圖其六 読 者 、1三婦居室 和 西4.5

読 者 茶間兼 主婦小 児室 和 南6.0

1914住 み よ き家 の間取 圖其十 読 者 主婦居間兼茶 ノ間 和 南6.0

1914住 み よ き家 の間取 圖其十 三 読 者 主婦 部屋 和 南8.0

1914住 み よ き家 の間取 圖其 十 四 読 者 主婦居 間兼食堂 和 南西10、0

1914住 み よ き家 の間取 圖其十 七 読 者 主婦居 間 和 南4.5

1914住 み よ き家 の間取 圖其十 八 読 者 主婦居 間 和 南10.O

l919住 宅 新築 の参考 内容 を主 と した 西洋館 不 明 食堂兼主婦室 洋 東4.5

1921何 ん な住 宅 が欲 しいか 翻 訳 され た家 読 者 食堂兼 主婦室 洋 南4.5

1921何 ん な住 宅 が欲 しい か 読 者 居間兼 主婦室 和 南6.0

家 族 本位 の簡 易住宅

1922理 想 と實 際 の小住宅 狭 い憂所 と別荘 案 読 者 主婦室仕 事部屋 和 南4.5

1923住 宅建 築 問 答 亜 鉛 葺屋 根 の住 宅 読 者 主婦居間 和 南9.O

l924小 住 宅 の間取 と寝 室 の新 しい設 備 木檜恕一一一 主人主婦室 洋 南10.0

1925鷹 接 間 は ゴチ ック式 食堂 は純 ア メ リカ 不 明 主婦書斎 洋 東 不 明

式二階 は オ ラ ソダ式 の家

1926和 洋折 衷小住宅 の設 計 を批 判 して 読 者 主婦 部屋 子供室 和 南4.5

(読 者 案)

1926和 洋折 衷小住宅 の設計 を批 判 して 徳永 庸 主婦室 和 北4.5

(修 正 案)

表4-2「 主 婦 室 」 な ど を もつ住 宅 一 覧
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ほ とん どの 「主 婦 室 」 な どは 和 室 で あ り,部 屋 の 広 さは4.5畳 か ら10畳 まで ば らつ い て

い るが,概 して 「子 供 室 」 や 「仕 事 部 屋 」 を兼 ね る もの は 狭 く,「 主 婦 居 間 」 に は 広 い も

の が 多 い。

南 面 室 が 多 く,と りわ け 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 設 計 した もの に は 南 面 室 が 多 くな って い

る。1926年 の 「和 洋 折 衷 小住 宅 の 設 計 を批 判 して 」 は,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 設 計 の(読 者

案)と,こ れ を徳 永 庸 が修 正 した(修 正案)で あ るが,二 つ の 平 面 図 を 比 較 して み る と,

「主 婦 部 屋 小 供 室 」 と 「一セ婦 室 」 との 方 位 の と り方 に違 い が み られ る。

一「=一 一_」={鴫 こ .『 『 ～ ・く＼

醤竈 馨鋤 羅 覇

1　;穿職 蓋繍
魯 斥 客間

献 客室 『
書齋 睡 室

賀 主婦 部屋 押 一沸 滋 コ 三"

小供室 書斉 外,

『婦 人之 友』 誌 読者 徳 永 庸

和 洋折 衷小住宅 の設計 を批 判 して 和 洋折 衷小住宅 の設計 を批 判 して

(読 者 案)(1926)9)*(修 正 案)(1926)9)*

図4-9和 洋折 衷小住宅 の設 計 を批 判 して の(読 者 案)と 徳 永 庸 の(修 正案)

徳 永 庸 は,『 婦 人之 友』 誌 読者 の設 計 した平 面 図の方位 の選 び方 に つ いて,「 日常 頻

繁 に使 用 せ られ る室 を 日當 りよ き東 や 南 の方位 に撰 び,浴 室 ・便所 ・等 は北側 に配 置 した

ことな どは誠 に要 を得 た もの」 と評価 して い る。 そ して,洋 風 の生活 を営 む に は 「家族 が

集 まって茶 を喫 しなが ら談話 に興 じた り時 には 夕食 を取 り得 る程度 の居 間」 が必 要 で あ る,
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と して,(修 正 案)で は 一 階 に 「食 堂 居 間 」 を も うけ,「 応 接 間 」 を北 側 に もって きて い

る。 しか し,二 階 を み る と,(読 者 案)で は 「主 婦 部 屋 小 供 室 」 と 「書 斉 」 が 南 側 に と ら

れ,「 客 室 」 が北 面 室 に な って い るの に対 して,徳 永 庸 の(修 正 案)で は逆 に 「客 間 」

が南 面 に と られ,「 主 婦 室 」 が北 面 室 に な って い る。 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の イ メー ジす る

「主 婦 室 」 は 「子 ど も室 」 も兼 ね た 「居 間 」 か 「茶 の 間 」 の よ うな 部 屋 で あ り,徳 永 庸

の 「主 婦 室 」 は 「主 婦 」 の 私 室 か仕 事 部 屋 の イ メー ジに近 い もの で あ った と考 え られ る。

つ ぎに,表4-2や 本 文 中 の 記 事 か ら,「 主 婦 室 」 な どの使 い 方 に つ い て み る と,「 主

婦 室 」,「 主 婦 居 間 」 な ど とは い う もの の,主 婦 の私 室 と して 使 わ れ て い た もの は 少 な く,

「子 供 室 」 な ど を兼 ね た もの が 多 い こ と が わ か る。 本 文 中 の 「主 婦 室 」 な どの使 い 方 をみ

る と,「 子 供 部 屋 を 兼 ね た 主 婦 の 部 屋 」(1921.4.P51)の よ うに,「 了・ど も室 」 を兼 ね た

もの や,「 主 婦 の 部 屋 は 大 抵 茶 の 間 と兼 帯 」(1911.10.P91),「 子 供 等 も打 寄 って 火鉢 の

傍 に坐 ります 。 か う して 楽 しい 食 後 の 一 二 時 間 を話 し興 じます 」(1911.10.P93),「 居 間

一略 一 主 婦 室 を兼 ね 」(1914 .4.P85),「 居 間 は 主 婦 の 平 常 居 る室 で あ り,一 家 團 簗 す る

所 で,洋 風 住 家 の リビ ソ グル ー ム に相 當 す る もの で,日 當 りが よ くて,衛 生 的 な場 所 を選

ぶ と共 に 相 當 の廣 さが 必 要 で す 」(1926.12.P155),「 主 婦 居 間 ・家 團 攣 の 部 屋 で す か

ら夏 は 涼 し く冬 は 暖 か く家 中 で ・番 よ い 部 屋 」(1930.11.P37)の とお り,家 族 の だ ん らん

空 間 と して の 性 格 も もち,な か に は 「主 婦 部 屋 一略 一 は 食 事 部 屋 に も川 ゐ,赤 坊 の お 書疲

も させ る」(1914.4.P74),「 主 婦 の 居 間 は 十 分 廣 く取 り,成 べ くは 此 の 室 で 幼 児 も遊 ば

せ,裁 縫 も し,ま た 親 しい 客 な れ ば 此 の 室 で 濟 ま せ た い」(1914.4.P85),「 食 堂 は 主 婦

の部 屋 を兼 ね,家 族 の 娯 楽 の 場 所 に も」(1921.5.P61),「 茶 の 間 は 主 婦 の 仕 事 室 を兼 ね,

こ 玉で 仕 事 を しな が ら子 供 の 世 話 を す る」(1923.11.P167),「 御 飯 も食 べ れ ば,子 供 も

遊 び,私 の 仕 事 も こ 玉で しお 客 様 も こ 玉で 」(1933.10.P92))の よ うに,「 居 間 」 や 「茶

の 間 」 や 「食 事 室 」 の うえ に 「乳 幼 児 室 」 や 「仕 事 部 屋 」 を兼 ね て い る様 子 が 記 述 され て

い る。 また,「 主 婦 室 仕 事 部 屋 」 や 「散 らか し部 屋 」 と い う室 名 呼 称 もあ り,「 主 婦 の 事

務 室 」 と して 椅 子 テ ー ブル を 入 れ,小 抽 斗 の 多 い箪 笥 を 置 くこ と を具 体 的 に提 唱 した もの

(1911.10.)や,「 裁 縫 部 屋 」 と書 い て 「しご とべ や 」 と"る ぴ を ふ り,ミ シ ソや 戸 棚 な ど

の設 備 を も っ た部 屋 を 設 け る こ と を推 奨 した もの(1912.12.)も あ り,「 主 婦 は 自分 の居 間

か ら,居 な が ら家 中 を 監 督 せ ね ば な ら」(1919.5.P32)な い こ と を 説 い た もの も あ り,

「主 婦 室 」 な どに は い わ ゆ る 「家 事 室 」 と して の 機 能 が 重 視 され て い た こ とが わ か る。
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こ う した こ と か ら,「}三 婦 室 」 な どは,「 主婦 」 が 子 ど もや 家 族 の 中 心 と な り,家 事 や

育 児 を担 当 ・遂 行 す るた め の 部屋 で あ り,「 主婦 」 の 私 室 とい う考 え方 は あ ま り強 くな か っ

た もの と 考 え られ る。 そ れ で も人 正 時 代 後 期 に は,「-k婦 書 齋 」 と い う室 名 呼 称 もみ られ

る よ うに な り,「}{婦 」 の プ ラ イバ シー へ の 配 慮 が感 じ られ る もの もで て くる。

人IE時 代 に 「}二婦 」 が 注 目 され た と い って も,個 人 の 人 格 を 認 め て 私 室 の 必 要 性 を議 論

す る と い うと ころ まで は い か ず,あ くまで 家 庭 の 中心 と な って 立 ち働 く 「主 婦 」 像 で あ っ

た と い え る。
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『婦 人之 友』 誌 読 者 住 み よ き家 の問取 圖其 六(1914)*
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図4-10「 主 婦 室 」 を もつ 住 宅 の'1∠面 図 例
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以 上 の こ とか ら,昭 和 時 代 に入 って,「 主 婦 室 」 な どが み られ な くな る こ との理 由 は,

つ ぎの よ うに考 え られ る。

第1番 目の理 由 は,「 主婦 室 」 な どの性 格 が あ い まい だ った こ とで あ る。

1917(大 正6)年 に は 三角 錫 子が 「住 宅 」 誌 上 で,「 この 部 屋 に は絶 対 に子 供 な ど を入 れ

な い よ うにす る。 こ こは お母 ア様 の お部 屋 で す か ら入 って は い け ませ ん。 とい うよ うに子

供 と約 束 す る。 主婦 は 一一日 ・回 こ こへ 入 って,(昼 食 後 の始 末 の つ いた時 か ら三 時 頃 まで)

気 分 を攣 へ て 」 と私 室 と して の 「主 婦 室 」 を提 案 して い るが,『 婦 人 之 友 』 誌 に掲 載 され

て い る 「主婦 室 」 な どは,私 室 と して の 考 え方 が は っ き りせ ず,「 主婦 」 が家 事 や 育 児 を

しなが ら子ど もや家 族 の 中心 とな るた め の 「主婦 室 」 で あ り,性 格 が あ い まい な部 屋 で あ っ

た た め に,大 正時 代 の 中 ごろ か らと り くまれ る官 民 を あ げ て の 生活 の合 理 化 志 向 の傾 向 が

強 ま るな か で,極 端 な生活 の節 約 が 求 め られ,性 格 の あ い まい な 「主 婦居 間」 や 「主婦 室 」

の考 え方 が弱 ま って い った こ とが 考 え られ る。

2番 目の理 由 は,「 主婦室 」 が思 った ほ ど定 着 して い な か った こ とで あ る。

本研 究 の分 析 対 象住 宅 の 平均 規 模 は30坪 程 度 で,こ の 時 代 の都 市 「中 流 」 住 宅 の 平均 的

な規 模 と一 致 して い るが,室 数 に そ れ ほ ど余裕 が な か った た め に,実 際 に は,「 主婦 室 」

が思 った ほ ど定 着 して い な か った こ とが 考 え られ る。

そ して,3番 目の理 山 と して は,「 主 婦 室 」 の機 能 が,「 居 間 」 や 「茶 の 間 」 な どに と

り こ まれ て い った こ とで あ る。

昭 和 時 代 に 入 る と,家 族 だ ん らん空 間 が 「居 間(洋 室)」 と 「茶 の間(和 室)」 とか,

「居 間(和 室)」 と 「食 堂(洋 室)」 な どの か た ちで複 数 化 して い く住 宅 が 多 くな るが,

あい まい な機 能 の 「主 婦室 」 が,「 居 間」 や 「茶 の間 」 な どの どち らか に と りこまれ て い っ

た こ とな どが考 え られ る。

知 識 人 た ち が あ た ら しい発 想 を も って,来 た るべ き時 代 に 向 け て い ろ い ろの積 極 的 な提

案 を した こ と,そ して,「 中 流 階 層 」 の 人 々 が これ らを歓 迎 を も って 受 け とめ よ うと した

と ころに,こ の時 代 の特 徴 と もい うべ き もの を感 じとれ る。 と りわ げ,具 体 的 なか た ちで

「主 婦 」 の空 間 が提 案 され,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 な どに よ って 議 論 され た り試 み られ た り

して い る と ころは,い か に も主 婦 と子 ど もの時 代 ・大 正 デ モ ク ラ シー期 だ とい え る。

しか し,ま た個 の確 立 に つ い て の議 論 が十 分 に は進 ん で い な か った り,住 宅 の室 数 に余

裕 が な か った り して,「 主 婦 室 」 な どが思 った よ うに は定 着 しな か った とい うこ と も,こ

の時 代 の特 徴 で あ る。 あ た ら しい考 え方 や提 案 を定 着 させ るほ どには社 会 的 な基 盤 が成 熟

して い な か った た め に,十 分 に は受 け 入 れ られ な か った とい う こ とで あ ろ う。
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第9節 子 ど も 部 屋

「子 供 本 位 に建 て られ た 家 」(1912.1.),「 彼 等 を 自治 に 導 くr供 二人 の 勉 強 部 屋 」

(1932.1.)を は じめ と して,い くつ か の グ ラ ビア 写 真 もあ り,子 ど も部屋 の記 述 は 多 い 。

子 ど も の 生 活 が 大 切 に 考 え られ て い た よ うで,「 す べ て 子 供 の た め」(1912.1.P108)の よ

うな表 現 もみ られ る。 しか し 「子 供 な ど は殆 ど 一一定 の 部 屋 を 与 え られ ず,而 も客 間 に で も

來 て 飛 び は ね て 遊 ん で は 叱 られ る」(1916.8.P24)や,「 これ まで 虐 待 さ れ た 一r・供 室 」

(1921.4.P46)の よ うな 記 述 もみ られ,こ の 頃 か ら よ うや く子 ど もの 空 間 が 注 目 され る よ

うに な っ た様 子 が わ か る。

「子 ど も室 」 に つ い て の 具 体 的 な 記 述 の 内 容 は,大 き く3点 に分 げ られ る。 第1の 点 は

「自治 に 導 く一略 一 子 供 達 が猫 立 して 生 活 全 部(勉 強,衣 服,寝 る こ と)が 出來 る よ うに

工 夫 した 」(1932.1.グ ラ ビア)の 記 述 や い くつ もの 持 ち物 整 理 用 の 戸 棚 や 箪 笥 や ベ ッ ドの

工 夫 の紹 介 な どか ら うか が わ れ る よ うに,生 活 習 慣 の 自立 を め ざ した もの で あ る。 な か に

は,「 試 験 の 時 な ど に 二 人 の 兄 弟 が お 互 い に 邪 魔 に な らな い や う,ど ち らへ お 友 達 が遊 び

に來 て も氣 兼 ね の な い よ う と い ふ 考 へ か ら,二 人 の 部屋 を ど ち ら も廊 ドか ら入 れ るや うに

して 夜 具 入 も別 々 に 付 け ま した 」(1917.6.P105)の よ うに,「 一一室 つ つ濁 立 した 」 部 屋 を

と る配 慮 も紹 介 され て お り,よ うや くこの 頃 か ら子 ど もの 自我 や 自 立の 問 題 に も 目が 向 け

られ は じめ た もの と考 え られ る。 しか し,兄 弟 姉 妹 共 同 の 「rど も部屋 」 も多 く,間 仕 切

り も障 子 や=襖 とい う もの もあ り,個 室 は そ れ ほ ど 多 くは な い。 意 識 の 面 で は よ うや くそ の

萌 芽 が み られ る よ うに な った が,ま だ 具 体 的 な住 宅 の 平 面 図 に まで は結 び つ い て い な か っ

た と い う こ とで あ る。

第2に は,日 照 や 通 風 の 配 慮 に つ い て 述 べ られ て い る こ と で あ る。 「子 供 部 屋 の 如 き も

所 謂 第 二 の 國 民 を 健 全 に す る意 味 か ら,成 る べ く良 い 位 置 を選 び 」(1916.8.P25)や 「日

光 の よ く入 る,明 る い 室 が 欲 しい」(1915.3.P106)や 「日光 が 一 杯 跳 り こん で きて,な か

な か 陽 氣 」(1926.4.P137),「 日當 りを特 に 注 意 した もの で,冬 は 暖 か く夏 は 涼 しい」(1

921.4.P46),「 日光 浴 が 出 來 る よ うに 周 園 を す つ か りガ ラ ス に」(1924。11.P97)な ど の よ

うに,日 当 た りや 通 風 の よ い 子 ど も部 屋 に つ い て 具 体 的 に述 べ られ て い る。

そ して 第3点 目は 起 居 様 式 に 関 す る もの で,「 子 供 室 は 椅 子 式,コ ル ク張 り」(1923.11.

P165),「 勉 強 部 屋 と して は 洋 式 が 適 當 」(1932.1.グ ラ ビ ア)な ど の よ うに,椅 子 式 を 求

め て い る もの が 多 い 。
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図4-11「 子 ど も部 屋 」 に関 す る記 述

第10節 老 人室

専 門 家 の 設 計 した もの ば か りで は な く,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 設 計 した も の に も,「 老

人 室 」 が い くつ か み ら れ る。 こ れ も 「子 ど も室 」 同 様,「 光 線 の 能 く さ し こ む や う に 」

(1914.4.P72)と,日 照 や 通 風 の 配 慮 に つ い て 述 べ ら れ て い る が,起 居 様 式 に つ い て は

「老 人 の あ る 家 で は 轡 も必 要 」(1912.4.P20),「 す っ か り洋 風 な の で 老 人 が ど う に も聞

き入 れ て くれ ま せ ん 」(1926.7.P163),「 差 當 り老 人 や 女 中 な ど が 不 便 で あ ら う と思 ひ,

老 人 室 一 略 一 を 轡 敷 に 」(1923.5.P94)の よ う に,多 くが 坐 式 を 求 め て い る 。

第11節 女 中室

大IE期 を中心 とす る デ モ ク ラ シー期 の 『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 平 面 図 の な

かで,「 女 中 室 」 な ど を もつ こ とが 確 認 で き る住 宅 は,157例 中55例(『 婦 人 之 友』 誌 読
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者 が 設 計 した もの25例,専 門 家 が 設 計 した もの22例,設 計 者 不 詳 の もの8例)で あ り,

「女 中 室 」 な ど を もた な い こ とが確 認 で き る住 宅 は,79例 で あ る。 残 る23例 は ,機 能 に も

とつ く室 名 呼 称 が な か った り,2階 の 平 面 図 が 省 略 され て い るた め に確 認 で きな い もの で

あ る。 「女 中 室 」 な どの 保 有 率(「 女中 室 」 な ど を もつ 住 宅 数/(「 女 中 室 」 な ど を もつ

住 宅+「 女 中 室 」 な ど を もた な い住 宅)×100)は 約41%と な る。

この 時 代 の都 市 の 「中 流 階 層 」 に,ど の 位 の 「女 中 」 が 存 在 した か を あ き らか に す る こ

とは 容 易 で は な い。

西 川 祐 子,住 ま い の 変 遷 と「家 庭 」の成 立,日 本 女 性 生 活 史 第4巻 近 代,東 京 大 学 出

版 会,12～13(1990)に,1888年 か ら1889年 に か け て 滞 日 し た ア リ ス ・ベ ー コ ソ が

JapaneseGirlsandWomen(1891)に,「 日本 に は裕 福 な家 庭 の 数 は 少 な い に も か か わ

らず,中 程 度 の家 に まで 召 使 が 多 く立 ち働 い て い る こ と を 不 思 議 に 思 って い る」 と い う記

述 が あ り,こ の 頃 に は 多 くの家 庭 に 「女 中 」 が い た 様 子 が伺 わ れ る。

ま た,永 畑 道 子,炎 の 女,新 評 社,45(1981)に は,大 正 時 代 の 新 聞 ・雑 誌 に"女 中 払 底"

の 記 事 が 多 い こ と が 記 され て お り,(平 塚)ら い て う も 『婦 人 公 論 』1919年1月 号 に 「現

代 家 庭 婦 人の 悩 み 」 と題 して,こ の時 代 の 「女 中」 事情 を 書 い て い る。 「… ・い わ ゆ る近

代 文 明 が もた ら した産 業 革命 は,今 日つ い に 私 た ち の家 庭 か ら,私 た ち の 家 庭 に必 要 な 一

家 事 一切 の 雑 事 か ら子 供 の 世話 まで 主婦 や 母 を助 け て,若 し くは 代 って して くれ た 必 要 な

助 手 で あ る 女中 とい ふ もの を,工 場 の 方 へ奪 って い って しまい ま した。 一略 一 これ か らは,

若 い娘 達 は 気 づ ま りな女 中 奉 公 か ら工場 の 方 へ と,彼 女 等 の 多 くが 転 じて い くに ム リもあ

り ま せ ん 。 」

明治 時 代 の お わ り頃 か ら 工場 に働 きに 出 る女性 が増 え,大 正期 を 中心 とす る デ モ ク ラ シー

期 に は,「 女 中 」 が払 底 しは じめ て い た 様 子 が 伝 わ って くる。

しか し,東 京 市 が職 業 紹 介 事 業 の た め に お こな った調 査 の結 果 を ま とめ た 『婦 人 職 業 戦

線 の 展 望 』(1931年12月)に は,「 女中 は,今 日な ほ激 多 の家 庭 に存 す る もの で あ るが,

これ は 限定 され た 意 味 で の職 業 婦 人 に は這 入 らな い」 と して,「 女 中」 は調 査 の 対 象 に 入 っ

て い な い の で,階 層 別 に 「女 中 」 の 有 無 を把 握 す る こ とは 困 難 で あ る。

た だ,1920年 の 国 勢 調 査 報 告 に よれ ば,東 京 市 の 世 帯 総 数 は,456,935世 帯,男 女 総 数

2,173,201人(う ち 男1,171,184人,女1,002,017人)で あ り,そ の な か で 「家 事 使 用 人 」

は77,049人(う ち 男5,463人,女71,586人)と な って お り,大 正 時 代 の 中 頃 に は,東 京

市 に7万 人 余 の 女 性 の 家 事 使 用 人 が い た こ と が わ か る。
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1921年8月 号 の 『婦 人 之 友 』 誌 に,弁 護i士の 布 施 辰 治 が 「東 京 市 の 人 口及 び住 宅 関 係 の

統 計 」 に よ って,持 ち家 は約6万 戸 で あ る と述 べ て い るか ら,少 な くと も1920～1921年 頃

の東 京 市 に は,持 ち家 総 数 を こえ る数 の 女性 の家 事使 用 人 が い た こ とに な る。

『婦 人 之 友 』 誌 に掲 載 され て い る住 宅 の 多 くは持 ち家 で あ り,投 稿 者 の居 住地 の 多 くは

東 京 で あ る とは い う もの の,そ の ま ま東 京 市 の持 ち家 の状 況 と比 較 す る ことは で きな い。

しか し,当 時 と して は,『 婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され た住 宅 の 「女中 室 」 保 有率 が,高 い も

の で は な く,む しろ低 め で あ る こ とは推 測 で き る。

「女中室 」な どを もつ もの55例 の実 態 に ついて,一 覧 表 に示 す と表4-3の とお りで あ る。

設 計 者 の別 に 「女 中 室 」 な どの保 有 率 をみ る と,『 婦 人 之 友』 誌 読 者 が設 計 した もの で

は約33%で あ り,専 門家 が設 計 した もの で は約44%で あ る。 専 門 家 が 設 計 した住 宅 の 方 が,

「女 中 室 」 な どの保 有 率 が や や 高 い。

年 記 事 表 題 設 計 者 糊 銘 呼称 鐸(愚)

1911天 然 を利 用 した建 築 橋 口 信助76.0女 中 室 和6.5

1912子 供 本 位 に建 て られ た 家(藤 田譲 邸)読 者81.0女 中 部屋 和4.5

1914住 み よ き家 の 間 取 圖 其 五 読 者46.0女 中 部屋 和3.0

1914住 み よ き家 の 間 取 圖 其 七 読 者40.0女 中 部屋 和3.0

1914住 み よ き家 の 間 取 圖 其 八 読 者24.0ド 女部屋 和2.5

1914住 み よ き家 の間 取 圖 其 十 読 者38.0女 中 部屋 和3.0

1914住 み よ き家 の 問 取 圖 其 十 一一 読 者73.0女 中 部屋 和6.0

1914住 み よ き家 の 問 取 圖 其 十 三 読 者66.O女 中 室 和4.5

1914住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 五 読 者44.5女 中 和4.5

1914住 み よ き家 の 間 取 圖 其 十 七 読 者62.0女 中部屋 和3.0

1916伊 東 工 學 博 士 の新 築 住 宅 不 明77.0女 中 部屋 和4.5

1917廿 八 坪 の地 面 へ 便 利 で 器 用 な家 読 者31.0女 中 部屋 和3.0

1917趣 味 的 に建 て られ た 石 井 柏 亭 氏 の お 家 不 明48.0女 中 室 和3.0

1919住 宅 新 築 の 参 考 居 な が ら家 中 を見 通 す 家 読 者39.2女 中部屋2.0

1921何 ん な住 宅 が 欲 しい か お 客 に偏 した家 読 者26.5女 中部屋 和4.5

1921何 ん な住 宅 が欲 しい か お 客 に偏 した 家 読 者26.0女 中 室 和3.0

1921何 ん な住 宅 が欲 しい か 家 族 本位 の簡 易住 宅 読 者27.0女 中部 屋 和3.0

1921何 ん な住 宅 が欲 しい か 暖 か さ うな小 洋 館 読 者47.0女 中部屋 和4.5

1921何 ん な住宅 が欲 しい か 二私 の望 んで い る住 宅 読 者39.0女 中 室3.0

1922文 化 村 の 出 品 家 屋 吉永 京蔵23.0女 中部屋3.0

1922電 氣 の 家 不 明86.0女 中 室 和3.0

1922理 想 と實 際 の小 住 宅 惣 本 家 と して の 隠 宅 読 者24.5女 中 室2.5

1923わ た く しど もの 家(武 井 千 代)埴 谷長次郎32.5女 中 室 和3.0
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年 記 事 表 題 設 計 者 瀦 室名呼称 辮 畳)

1923住 宅 建 築 問 答 日本 室 よ り も洋 館 に 読 者50.0女 中 室 和3.0

1923住 宅 建 築 問 答 小 さ な 西 洋 館 読 者32.5女 中 室 和4.0

1923住 宅 姪 築 問 答 衛 生 的 な住 宅 読 者44.0女 中 室3.0

1923住 宅 建 築 問 答 郊 外 へ 建 て る家 読 者22.5女 中 室 和2.0

1923住 宅 建 築 問 答 雪 國 の 住 宅 建 築 読 者51.5女 中 室 和4.0

1923住 宅 建 築 問 答 洋 風 住 宅 の 私 案 読 者39。0女 中 室3.0

1924住 宅 小 品15種 一 文字 の 家 安 成 氏 の 家 遠藤 新22.0女 中 室3.0

1924住 宅 小 品15種 … 文字 よ りT字 に 遠 藤 新25.0女 中 和3.0

静 か な書 齋 の 家

1924住 宅 小 品15種 一文 字 の家 の 変 化 そ の1遠 藤 新23.0女 中 室3.0

1924住 宅 小 品15種 一 文字 の家 の 変 化 そ の2遠 藤 新22.0女 中 室 和2.O

l924住 宅 小 品15種 三問 幅 の 家 と子供 達 の寄 宿 舎 遠 藤 新22.0女 中 室 和3.0

1924住 宅 小 品15種 三問 幅 の 家 の 変 化(二)遠 藤 新33.0女 中 室3.0

1924住 宅 小 品15種 二階 陣 の 町 の家 遠藤i新43。5女 中 室 和4.5

1925住 宅 小 品2種 遠 藤 新44.0女 中 和3.0

1925鷹 接 間 は ゴチ ッ ク式 食 堂 は純 ア メ リ力式 不 明 不 明 女中部 屋4.5

二 階 は オ ラ ソ ダ式 の 家

1926家 族 八 人 の住 宅 設 計 の批 判(修 正 案)徳 永 庸34.0女 中 室3.0

1927砧 村 に建 て た 私 た ち の家 らい て う 大内 章正26.0女 中 室3.0

1927真 鶴 の 海 岸 に建 った 二 宅 克 己氏 の お住 ひ 不 明37.0女 中部 屋 和3.0

1927一 三四 千 圓 で で き る小 住 宅 設 計 遠藤 新31.0女 中 室 和3.0

高 橋 泰 氏 の 住 宅 設 計

1927石 原 さん の 家 遠藤 新51.0女 中 室 和3.0

1928家 を建 て る まで 素 人 設 計 で 出來 た我 家 読 者42.2女 中 室 和3.0

1929中 河 興 一氏 の 家 他38.0女 中部屋 和3.0

1929新 しい 木 綿 の 浴 衣 の家(羽 仁 家)遠 藤 新28.0女 中 室 和3.0

1929趣 味 の 家ll夫 の 家 不 明38.5女 中部 屋 ルク3.0

大 和 村 に建 った安 藤 氏 の 新 宅

1930住 み ノ∫さ ま ざ ま ヒ坪 半の 家 か ら 不 明13.0女 中 部屋3.0

1931南 澤 に建 った 大 脇 さん の 家 土浦 亀城37.0ジ ・チュウシツ3.0

1931二 十 二坪 の住 居(遠 藤 新 自邸)遠 藤 新22.0女 中 室 和3.0

1932夫 婦 共 同 設 計 の 明 る い無 駄 の な い家 土浦 亀城35.0ヂ ・チュウシツ3.0

1932南 澤 の 美 しい 林 の 中 に建 った 田 中 さん の 家 遠 藤 新35.0女 中 室3.0

1933私 共 の 家 読 者19.0女 中 室3.0

1934小 住 宅 展 覧 會 同潤 會 江 古 田分 譲 住 宅 を み る 同 潤 會26.0女 中 室 和3.0

3号

1934小 住 宅 展 覧 會 同潤 會 江 古 田分 譲 住 宅 をみ る 同 潤 會32.0女 中 室 和3.0

4号

表4-3「 女 中室」 な どを もつ住宅 一覧
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大正 期 を中心 とす るデモ ク ラシー期 には,『 婦 人之 友』 誌掲 載 住宅 の 「女 中室 」 な どの

保 有率 は ほ とん ど変 化 して いない。 と りわけ 専門家 が設計 した住 宅 の 平面図で は,ど の年

に も半数 弱 の住 宅 が 「女 中室」 な どを保 有 して い る。 『婦 人之 友』 誌 読 者の設計 した もの

では,1919年 頃 まで は比較 的 「女 中室 」 な どの保 有率 が 高 いが,そ の後 やや低 くな る傾 向

に あ る と い う こ と が で き る。

また,「 女中 室 」 な ど を もつ住 宅 の 規 模 に つ い て,『 婦 人 之 友 』 誌 掲 載住 宅 全 体 の 規 模

と比 較 して み る と,前 者 の 平均 は約38.8坪 で あ り,後 者 の'F均 は 約31.9坪 で あ る か ら,比

較 的 規 模 の 大 きな住 宅 に 「女中 室 」 な ど を もつ もの が 多 い こ とが 考 え られ る。 実 際 に 「女

中室 」 な ど を もつ もの に は,建 坪40坪 以 上 の 住 宅 が19例 あ り,65坪 以 トの 住 宅 も6例 み ら

れ る。 しか し,20坪 台 の 住 宅 で も16例 が 「女中 室 」 な ど を も って お り,規 模 の ・J・さ な住 宅

で あ って も 「女 中 室 」 な ど を もつ もの が あ った こ と が わ か る。

『婦 人 之 友』 誌 掲 載 の 「女中室 」 な どの広 さは,2畳 か ら6.5畳 まで ば らつ いて い るが,

3畳 の もの が 全 体 の約65%を 占 め て い る。 また,55例 中37例 は,畳 の 表 示 が あ った り,日

本 間,タ 鼠 ミな どの 表 示 や 「○ 畳 」 な ど の 表 示 の あ る和 室 で あ る。 さ らに,住 宅 全 体 の オ

リエ ソテ ー シ ョソが わ か る住 宅 の 「女 中 室 」 な どは ほ と ん ど北 面 に 位 置 して い る。

つ ま り,大 正 期 を 中 心 とす る デ モ ク ラ シー 期 の 『婦 人 之 友 』 誌 掲 載住 宅 の 「女中 室 」 な

どに つ い て ま とめ る と,つ ぎの と お りで あ る。

『婦 人之友』 誌 読者 の設 計 した住 宅 よ りも専門家 の設計 した住宅 の 方 に,小 規模 な住宅

よ りも比較 的規模 の 大 きな住宅 の方 に,「 女 中室」 な どを もつ住 宅 が多 い とい う傾 向がみ

られ るが,『 婦 人之友』 誌 読者 の設 計 した もので も,ま たそ れ ほ ど規模 の大 き くない住宅

に も 「女 中室」 な どの存在 がみ られ る ことか ら,全 体 と して 「女中」 の払底 が社 会的 な関

心 にな って いた とは い って も,少 な くと も 『婦 人之友』 誌 読者 層 には,「 女中室」 な どは

比較的 広 く普及 して いた もの と考 え られ る。

そ して,こ の時 代 の 『婦 人 之友』 誌 にみ られ る女中室 の具体 的 な様fは といえば,北 向

きの3畳 間 の和室 が多 か った。

第12節 台所

台 所 に つ い て は 『婦 人 之 友』 誌 に た くさん の記 述 が み られ る。 まず 家 族 本 位 の 主張 の な

かで,「 家 族 の住 む に便 利 な」(1916 .8.P24)住 宅 が 求 め られ,「 これ まで 虐 待 され た毫
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所 」(1921.4.P48)を み な お し,「 一 家 の 生 命 の 源 た る 大 事 な 毫 所 を優 遇 して,光 線 や 空

氣 を1'分 入 れ,且 つ 便 利 に 改 良、を加 へ 」(1916.8.P25)る こ とが提 唱 され る。

具 体 的 に は,第5章 で も述 べ るが,「 毫 所 改 善の 目標 一略 一 第 一 に豪 所 の採 光 」(1929.

6.P71),「 明 る い 所 ほ ど徽 菌 が 少 な い と い ふ こ とで す 。 病 は 口 か ら と い ひ ,食 物 の 調 理

所 で あ る豪 所 は ぜ ひ 口照 を必 要 とす るわ け で す 一略 一 子供 部屋 寝 室 な ど を犠 牲 に しな い 限

り毫 所 は 出 來 るだ け 南 向 きの 位 置 を と りた い もの で す 。 併 し實 際 に は 全 くの 南 向 きの 位 置

を取 るの は 困 難 な こ とが 多 くあ ります 。 東 又 は 西 向 の毫 所 で あ る場 合,窓 を三 角 に 突 出 せ

ば,南 の 光線 が とれ,ま た 窓 の 廣 さ も人 き くな り,通 風 に も よ く,窓 際 に 流 しを作 れ ば い

つ も 日光 と風 とで心 地 よ く乾 くで せ う」(1928 .10.P62),「 毫 所 一 これ は 出 來 るだ げ 南 側

に も って ゆ きた く思 ひ ます 一 調 理 と い う重 大 な役 目を も って ゐ て 出 來 るだ け 光 線 を 多 量 に
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取 り入 れ 不 潔 物 等 が 一 寸 あ って も氣 が付 くや うに した い 事 と流 し元 を 充 分 な 日光 で 常 に 乾

燥 させ た い た め 」(1929.10.P119)の よ うに,日 照 ・採 光 の 大 切 さが述 べ られ,「 お豪 所

の眞 中 一略 一 の 天 井 を,凡 そ 五 尺 四 方 位 く り抜 い て,其 所 だ け ズ ッと屋 根 よ り高 く突 き出

して,四 方 共 ガ ラ スで 張 つ て あ ります 。 但 し 一方 だ け は 下 か ら引 つ 張 つ て あ る細 引 の伸 縮

で,横 に開 け た り閉 ぢ た り出 來 るや うに な つ て 居 ります 。 つ ま り其 所 が風 通 しに な るの で

す 。 一略 一餓 程 高 くな つ て 居 るの と,四 方 が ガ ラ ス張 りで す か ら,屋 根 は あ つて も光線 は

充 分 に取 れ ます 」(1913.3.P108),「 毫 所 は 西 南 に 面 した 景 勝 の 地 を 占 め,南 と西 と爾 方

す りが らす

か ら十 分 光 線 が 入 ります し,そ れ に 天 井 際 に 高 く磨 硝 子小 窓 を取 って あ ります か ら,隅 々

まで 遺 憾 な く光 線 が 届 き ます 」(1916.8.P98),「 南 側 の 雨 角 を と って 六 角 形 の 豪 所 と し

ま した の で,南 の 日を受 け る部 分 多 く,且 つ 狭 い距 離 に廣 い道 具 立 が 出 來 て,動 作 纒 濟 か

ら も有 利 に な って 居 り ます 」(1919.5.P30),「 南 を うけ て ゐ る上 に,壁 も戸 棚 も全 部 白

ペ ソキ を 塗 り ま した か ら,明 る く氣 持 ち よ い働 き場 に な つ て ゐ ま す 」(1932.1.P59)と,

方位 や 窓 の と り方 の 工 夫 が さ ま ざ ま に 記 述 され て い る。 実 際 に 『婦 人 之 友』 誌 読 者 の 設 計

した住 宅 で 南 面 の 台 所 を もつ もの が 少 な くと も10例 は み られ る。 な か に は,「 毫 所,浴 室,

化 粧 室 を東 南 の 最 上 位 に 置 き ま した こ とは,専 門 家 の 反 封 が ご ざい ま した が,1三 婦 の働 き

場 と して の 豪 所 を,冬 暖 か く夏 涼 し く明 る い 便 利 な 場 所 に 」(1928.4.P105)と 】張 した

『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 記 事 もあ る。 「今 日の様 に冷 蔵 設 備 が行 届 い て 來 ます と 日當 りの 良

い方 が 乾 燥 して よ く」(1926.9.P101)と い う指 摘 もあ る が,実 際 に は 「殆 ど冷 蔵 庫 ほ ど に

保 存 す る こ と が 出 來 る,深 く掘 り下 げ た 食 品 貯 蔵 室 」(1917.3.P107)や 「冷 蔵 器(井 戸 に

つ け る トタ ソ製 の 箱)」(1928 .10.P65),「 流 しの 下 は 網 戸 に して 中 は鼠 を防 ぐた め ブ リ

キ張 り。 野 菜 を 入 れ て 」(1932.1.P60)お くな どの 工 夫 も紹 介 され て お り,冷 蔵 設 備 は そ

れ ほ ど十分 で は な か っ た よ うで,食 品 の 貯 蔵 に は 苦心 して い た と考 え られ る。 そ れ で もそ

れ 以 上 に 「衛 生 的 で 一 略 一室 内 の 採 光 を充 分 に して 明 快 に す る こ と」(1926.9.P99)へ の

要 望 が 強 か った こ とが わ か る。

第2に は,能 率 性 が 求 め られ て お り 「(西 洋 の)毫 所 の 如 きは,す べ て 日常 の 必 要 か ら

割 出 され,随 分 大 きな 家 で も思 ひ の外 狭 く,中 央 に 立 って 居 て 一 寸 足 を動 か す だ け で,四

方 の棚 に 手 の 届 く」(1912.4.P26),「 毫 所 は 鯨 り廣 くて も足 敷 ば か り運 ん で 能 率 が悪 く

な ります し,狭 す ぎれ ば 不 自 由 に な り ます か らそ の 家 に 合 ふ や うに」(1929.10.P119)な

どの点 が述 べ られ て い る。 ち な み に 南 面 台 所 を もつ もの は,専 門 家 の 設 計 した もの で は2

例,設 計 者 不 詳 の もの に は4例 み られ る。
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この こ と と も関 連 して,豪 所 の 板 張 り部 分 に折 り畳 み 式 の 食 卓 を 設 置 した,い わ ば ダ イ

ニ ソ グ キ ッチ ソの は し りの よ うな ス タイ ル(1916.6.P112),(1928.10.P107)も 紹 介 され て

い る。 「食 堂 を 豪 所 の 延 長 と見 な い で,物 の 置 き方 や 装 飾 に 工 夫 す る こ と に よ って,寧 ろ

毫 所 を 食 堂 に囁 り入 れ た 形 に した い 」(1928.10.P107)と い う指 摘 が あ る点 に も注 目 して

お き た い 。

彗緊 Ψ
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鰍 倉所 三蟹 茎。8書 齋
ξ[コ'1

僻 の間'ド細uP・
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イ 〔r

餐 居間 拳舛・
コミ へ

.土_[

簡 易 生活 か ら割 り出 した住宅(三 角錫 子 邸)設 計者 不詳

(1916)*九 百五 十圓で 出來 た家(1928)**

図4-13台 所 と同室 の食 事室 を もつ住宅 の平 面図 の例
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